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●

い
ろ
い
ろ
な
文
化
や
人
々
に
出
会
っ
た
。

「
文
化
は
そ
れ
ぞ
れ
に
味
わ
い
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
あ
る
。
自
分
の
物
差
し

で
文
化
に
優
劣
を
つ
け
る
の
は
愚
か
し
い

こ
と
だ
」
と
。
彼
の
発
言
に
は
重
み
が
あ

る
。
彼
ほ
ど
多
く
の
文
化
や
人
々
に
触
れ

合
っ
た
人
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
は

「
出
会
い
」
と
い
う
変
化
を
大
切
に
し
て

い
た
。

　
五
万
キ
ロ
を
十
年
か
け
て
旅
を
す
る
構

想
と
、
自
分
の
体
を
使
っ
て
自
転
車
で
旅

を
す
る
発
想
に
は
、
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が

あ
る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
こ
そ
、
「
出
会

い
」
と
い
う
甘
い
蜜
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

本
当
に
自
分
の
人
生
を
楽
し
ん
で
い
る
人

だ
と
思
っ
た
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
必
要
と
し

な
い
人
で
あ
る
。
た
だ
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。
彼
が
、
学
生

時
代
に
探
検
部
を
創
設
し
て
か
ら
二
十
年

間
の
ア
マ
ゾ
ン
経
験
の
あ
と
に
、
「
五
万

キ
ロ
。
十
年
間
の
旅
」
の
構
想
が
出
た
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
彼
の
ロ
マ
ン
に
満
ち

た
旅
が
テ
レ
ビ
に
放
映
さ
れ
た
。
多
く
の

若
者
が
、
同
じ
夢
を
見
る
べ
く
彼
を
訪
ね

て
く
る
。
助
言
は
【
】
人
で
行
け
」
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
、
二
十
年
間
の
準
備
期

間
を
理
解
で
き
る
若
者
は
少
な
い
。

　
　
「
我
思
う
。
故
に
我
あ
り
」
と
言
っ
た

哲
学
者
が
い
た
。
今
は
亡
き
手
塚
治
氏
の

漫
画
に
登
場
す
る
ロ
ボ
ブ
ド
の
鉄
腕
ア
ト

ム
が
、
子
ど
も
の
想
像
力
を
か
き
た
て
た
。

想
像
力
は
現
実
化
し
た
。
本
ｍ
技
研
工
業

が
、
二
本
足
で
歩
く
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に

成
功
し
た
。
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
ヘ
の
応
用
が
検
討
さ
れ
る
段

階
に
な
っ
た
。
二
十
一
世
紀
中
に
で
ロ
ボ

ッ
ト
社
会
が
実
現
す
る
可
能
性
が
高
い
。

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
の
体
現
者
で
あ
る

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
総
帥
ビ
ル
ゲ
イ
ツ

氏
は
、
社
員
に
便
利
な
文
明
生
活
の
イ
メ

　
二
〇
〇
二
年
十
月
二
十
六
日
。
探
検
家

で
あ
る
関
野
吉
晴
医
師
と
話
し
合
う
機
会

が
あ
っ
た
。
人
類
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て

い
る
ア
フ
リ
カ
ヘ
、
中
南
米
か
ら
五
万
キ

口
の
距
離
を
十
年
か
け
て
自
転
車
で
旅
を

し
た
人
で
あ
る
。
人
類
の
祖
先
は
、
ア
フ

リ
カ
か
ら
中
南
米
に
た
ど
り
つ
い
た
。
そ

の
逆
を
行
な
っ
た
。
彼
は
旅
の
途
中
で
、

‐
‐
ジ
を
想
像
さ
せ
る
。
徹
底
的
に
。
そ
の

イ
メ
ー
ジ
図
が
、
彼
の
重
要
な
財
産
に
な

る
か
ら
で
あ
る
。
後
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
社
の
総
力
を
あ
げ
て
、
イ
メ
ー
ジ
の
実

現
に
ば
く
進
す
る
だ
け
で
あ
る
。
膨
大
な

利
益
を
目
指
し
て
。

　
一
丸
七
一
年
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
前
身
で
あ

る
第
一
次
岡
山
大
学
医
学
部
ク
ワ
イ
河
医

学
踏
査
隊
を
タ
イ
国
へ
派
遣
し
た
。
三
十

一
年
に
な
る
。
現
在
は
、
下
記
の
「
人
道

援
助
の
三
原
則
」
に
基
い
て
活
動
を
し
て

い
る
。

田
誰
で
も
他
人
の
役
に
立
ち
た
い
気
持
ち

　
が
あ
る
。

㈲
こ
の
気
持
ち
の
前
に
は
民
族
、
宗
教
そ

　
し
て
文
化
な
ど
の
壁
は
な
い
。

朗
援
助
を
受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ

　
る
。

こ
の
「
人
道
援
助
の
三
原
則
」
が
産
ん
だ

の
が
。
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
多
国
籍
医
師
団
」
で
あ

る
ノ
ニ
ー
ヶ
国
の
支
部
が
参
加
し
た
医
師

団
で
あ
る
。
「
必
要
と
さ
れ
れ
ば
ど
こ
へ

で
も
行
く
」
が
可
能
に
な
っ
た
。
三
十
一

年
前
か
ら
見
れ
ば
奇
跡
で
あ
る
。
「
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
か
く
思
う
。
故
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
あ
り
」

で
あ
る
。

　
最
後
に
、
知
識
と
智
諏
の
違
い
を
述
べ

た
い
。
智
慧
と
は
、
経
験
に
よ
り
知
識
に

優
先
順
序
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
人
生

は
山
あ
り
谷
あ
り
で
あ
る
。
人
生
に
お
け

る
問
題
解
決
を
可
能
に
す
る
の
は
、
知
識

で
な
く
智
慧
で
あ
る
。
智
慧
に
不
可
欠
な

経
験
を
ど
う
や
っ
て
身
に
付
け
さ
す
の

か
。
古
の
諺
あ
り
。
「
獅
子
は
我
が
子
を

谷
に
突
き
落
と
す
」
と
。
あ
る
い
は
「
可

愛
い
子
に
は
旅
を
さ
せ
ろ
」
と
。
ど
の
谷

に
突
き
落
と
す
か
。
ど
こ
に
旅
を
さ
せ
る

か
。
こ
れ
は
誰
の
見
識
が
問
わ
れ
て
い
る

の
か
。
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
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